
マニフェスト 取組部署
目標
年度

達成基準 これまでの取組
進捗
状況

1　安心・安全のまち

商工観光課
商工振興係

R5

新型コロナウイルス感染症の影響により
経営が悪化した市内中・小規模事業者
に対し、給付金を支給することで、経営
支援を行います。
【達成基準】補助金等の創設及び給付を
行います。

令和4年3月30日に「宇土市小規模経営支援累進給付金交
付要綱」を創設しました。新型コロナウイルス感染症の影響
により経営が悪化した市内中・小規模事業者99件に対し、
合計で61,500千円の給付を行いました。

◎

農林水産課
農業振興係

R4

新型コロナウイルス感染症の影響で経
営が悪化した農業者に対し、経済的支
援を行います。
【達成基準】新型コロナウイルスによる影
響等を踏まえ、現在実施している支援事
業を継続・拡充又は新設することで、より
効果の高い支援を行います。

新型コロナウイルス感染症の影響により事業総収入が減
少した農業者に対し「宇土市農業者支援累進給付金」や、
燃油価格高騰の影響を受けた施設園芸農業者及び葉たば
こ農業者に対しＡ重油・灯油等の購入量に基づく「宇土市施
設園芸用燃油価格高騰対策給付金」、「宇土市葉たばこ乾
燥用等燃油価格高騰対策給付金」を交付し、経済的支援を
行いました。

◎

農林水産課
林務水産係

R4

新型コロナウイルス感染症の影響で経
営が悪化した林漁業者に対し、経済的
支援を行います。
【達成基準】新型コロナウイルスによる影
響等を踏まえ、現在実施している支援事
業を継続・拡充又は新設することで、より
効果の高い支援を行います。

新型コロナウイルス感染症の影響により事業総収入が減
少した林漁業者に対し「宇土市林漁業者支援累進給付金」
や、燃油価格高騰の影響を受けた漁業者に対し「宇土市漁
業者燃油価格高騰対策給付金」を交付し、経済的支援を行
いました。

◎

福祉課
福祉政策係

R4

新型コロナウイルス感染症の影響による
低収入世帯及び低所得者に対し、経済
的支援を行います。
【達成基準】
・低所得者世帯等臨時特別給付金支給
事業：対象と思われる世帯への給付
・生活困窮者自立支援金再支給世帯独
自給付金支給事業：支給率100％に近づ
ける。

低所得者世帯等に対し「低所得者世帯等臨時特別給付金」
（支給率98％）、及び生活困窮者に対し「生活困窮者自立
支援金再支給世帯独自給付金」（支給率93％）を交付し、
経済的支援を行いました。

◎

子育て支援課
保育子育て支援
係

R4
新型コロナウイルス感染症の影響による
子育て世帯の低収入世帯及び低所得者
に対し、経済的支援を行います。

国が低所得の子育て世帯に対する「子育て世帯生活支援
特別給付金制度」を実施することに伴い、その対象にならな
い低所得の子育て世帯に対し、市独自の支援策として「令
和4年度宇土市子育て世帯生活応援特別給付金支給事
業」を実施しました。

◎

農林水産課
農地整備係

R8

熊本県が事業主体の湛水防除事業にお
いて、現在進行中の排水機場施設の工
事管理を推進し、R8.6供用開始を目指し
ます。
排水能力の効果促進のため、排水機場
までの船場川等の改修を土木課と連携
し並行して行います。

松原排水機場については、ゲート工・ポンプ工・電気工・下
部工・基礎工・排水機場工の整備に着手しました。また、船
場川等の改修については、土木課において旭団地周辺の
整備が進められます。

○

土木課
管理建設係

R8
排水能力の効果促進のため、船場川の
改修に加え、船場川や大坪川に流れ込
む水路等の改修・浚渫を行います。

船場川については、新小路町区間の護岸改修を継続して
行いました。また、船場橋前後の河川改修調査を行いまし
た。
大坪川については、河川改修に伴う橋梁架け替えの仮設
工事を行っています。

○

松原排水機場工
事促進

第４期市長マニフェストの進捗状況を公表します！

令和4年度から令和7年度までを期間とする第4期市長マニフェストについて、達成に向けたこれまでの市の取組と進捗状況を報告します。

【進捗状況】
◎：達成
○：進捗は順調で目標年度までに達成見込
△：進捗は遅延しており目標年度までに達成困難
□：実施方法を検討中である等の理由で未着手
×：計画を中止・休止

 【問い合わせ先】企画課企画係27-3305

新型コロナ対策
（事業者・農林漁
業・低収入世帯
への支援、低所
得者への支援）
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マニフェスト 取組部署
目標
年度

達成基準 これまでの取組
進捗
状況

農業用ため池浚
渫事業着手

農林水産課
農地整備係

R6

土砂が堆積している農業用ため池（四度
橋池・内浦池・中堤・しょうけ池）の浚渫
工事に伴う実施設計をR4年度に実施
し、実施設計時に浚渫土の処分方法を
ため池の管理者（行政区）と協議します。
また、R6年度までに工事を完了します。

令和4年度に、浚渫工事に伴う実施設計（四度橋池・内浦
池・中堤・しょうけ池）を行い、令和5年度は、四度橋池及び
内浦池の浚渫工事を行っています。令和6年度に工事予定
の、中堤及びしょうけ堤の浚渫土の処分方法等について、
ため池の管理者と協議中です。

○

有害鳥獣被害防
止対策の強化

農林水産課
林務水産係

R5

現在の取組に加え、新たな視点での有
効な対策について実証・研究を行い、有
害鳥獣被害防止対策を強化します。
具体的には、効果的・効率的に鳥獣被
害を防止する観点から、ＩＣＴ等を活用し
た捕獲機材等を導入します。また、地域
住民への鳥獣に対する正しい知識や周
辺環境整備の普及啓発を行い、各地域
での自立組織立上げのサポートを行い
ます。

効果的・効率的に鳥獣被害を防止するため、ＩＣＴ等を活用
した捕獲機材として、センサーカメラを導入しました。また、
地域住民への鳥獣に対する正しい知識や周辺環境整備の
普及啓発を目的とする鳥獣対策セミナーとして、全行政区
長及び認定農業者を対象に2回実施し、新たな自立組織立
ち上げを促すため、行政区単位でのセミナーを2回実施しま
した。

◎

土木課
庶務係

R8
既存の設置場所に加え、災害防止に効
果の高い設置場所等の検討を行いま
す。

既存分（9か所）に加え、令和5年度は新たに2か所（栗崎・
戸口）にカメラを設置しました。
今後も災害防止に必要と思われる設置場所等について、
継続して検討を行います。

○

商工観光課
観光物産係

R7

災害時には防災カメラ、平常時は観光情
報発信用のカメラとして活用し、観光客
誘客の一コンテンツとして市内観光地の
魅力を発信します。
【達成基準】観光地付近にライブカメラを
設置します。

干潟景勝地展望広場整備事業において、令和6年度から実
施する工事に合わせて、展望所付近へのライブカメラ設置
を検討しています。

○

地域で活動でき
る防災士の養成

危機管理課
危機管理係

R8

自主防災組織等の民間の防災士を増や
すことで、地区の防災アドバイザーとして
活動できるよう、防災講座を実施します。
【達成基準】
・防災士養成研修を宇土市内の会場で
開催します。
・防災士を令和4年度からの4年間で60
人増やします。

令和4年度に熊本県主催の地域防災リーダー養成講座「火
の国ぼうさい塾」を宇土市民会館で開催し、27人が防災士
の資格を取得しました。
令和5年度は、4人が新たに防災士の資格を取得し、これま
でに123人が防災士の資格を取得しています。また、熊本
県主催の地域防災リーダー養成講座（防災士養成研修）の
受講費用を助成する制度を創設しました。

○

避難所への防災
井戸・太陽光蓄
電システムの増
設

危機管理課
危機管理係

R7

災害時に対応できるよう、避難所に防災
井戸及び太陽光蓄電システムの増設を
行います。
【達成基準】
各主要指定避難所（網田地区を除く。）
に、防災井戸を令和6年度までに合計6
基を整備します。また、太陽光蓄電シス
テムは、新たに保健センター・網田コミュ
ニティーセンターに設置します。
（保健センターの維持管理工事の関係
で、目標年度をR6からR7に修正）

防災井戸は、令和3年度に網津防災センター、令和4年度に
ecowin宇土アリーナ、花園小学校敷地内、令和5年度に走
潟小学校敷地内、宇土市役所職員駐車場敷地内に設置し
ました。
太陽光蓄電システムは、令和3年度に網津防災センター及
び老人福祉センターに設置しました。
また、令和5年度は、網田コミュニティーセンターに移動でき
る蓄電池として電気自動車1台を配備しました。

○

網津上水道配水
池拡張整備着手

上下水道課
管理建設係

R8

網津上水道配水池を新しくし、容量を増
設するための拡張整備に向け、R4年度
に基本設計を行います。
【達成基準】
施設容量の小さい上水道網津配水池を
増設し、網津地区に安定した水道水の
供給を図ります。
（地盤が想像以上に軟弱であることが判
明し、R7までに工事終了は困難であるた
め、目標年度をR7からR8に修正）

令和5年度に、詳細構造の実施設計を行い、対象となる用
地を購入しました。

○

河川防災ライブ
カメラの増設
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マニフェスト 取組部署
目標
年度

達成基準 これまでの取組
進捗
状況

消防団員の処遇
改善

危機管理課
危機管理係

R4
消防団員の処遇改善のため、年額報酬
及び出動報酬を国の標準基準額まで引
き上げます。

令和4年4月1日から団員報酬を「21,000円」から「36,500円」
に改正し、国の標準基準額まで引き上げました。

◎

網田コミュニティ
センター建設

網田支所 R6
支所・公民館・防災拠点機能を併設した
網田コミュニティセンターを建設し、R6年
度の供用開始を目指します。

令和5年度に、建物の建築工事及び設備工事に着手しまし
た。

○

戸口防潮堤の整
備

農林水産課
林務水産係

R7

戸口地区の高潮対策として、網田海岸
保全施設である網田防潮堤及びＢ護岸
の嵩上げを令和7年度までに完了させ、
高潮から住民の安全を守ります。

戸口地区の高潮対策として、網田防潮堤整備区間235ｍの
うち、令和5年度に防潮堤90mの嵩上げ工事が完了しまし
た。

○

農林水産課
農地整備係

R6

網田排水機場（県営事業）の排水能力
はこれまでと同規模でありますが、吸込
水位を下げることにより、初動を早め湛
水被害の軽減を図ります。
また、網津第2排水機場（団体営事業）は
新たに排水ポンプを新設（追加）すること
で湛水被害の軽減を図ります。
また、排水能力の効果促進のため、排
水機場までの導水路の改修を並行して
行います。

網田新地排水機場については、吸込水位を下げるための
整備を行っています。現在、ポンプ工を施工中です。
網津第2排水機場については、現在、土木基礎・ポンプ設
備の整備に着手しました。
排水機場までの導水路の改修については、土木課におい
て長浜区及び住吉区の集落周辺の整備が進められます。

○

土木課
管理建設係

R6
排水能力の効果促進のため、排水機場
までの導水路の改修や浚渫を行いま
す。

網田新地排水機場につながる小松川について、令和4年度
は護岸整備のための測量設計を行いました。また、網津第
2排水機場につながる網津川支流については、一部区間の
護岸を整備しました。
令和5年度は、網津川支流おいて、工事発注に向けた積算
を実施しました。また、小松川については、隣接地権者との
合意形成を図りました。

○

【国】緑川・浜戸
川高潮対策堤防
の整備促進

土木課
庶務係

R7
緑川・浜戸川の堤防の嵩上げ（4.5m→
6m）に向け、整備促進に努めます。

地元選出国会議員、国土交通省（本省、九州地方整備局
等）へ高潮対策事業促進に関する要望活動を実施しまし
た。
既に、T.P.4.5ｍの堤防は完成しており、引き続きT.P.6.0ｍ
の堤防工事が進められています。

○

【県】潤川・網津
川の整備促進

土木課
庶務係

R8
潤川、網津川の河川の整備促進に努め
ます。

潤川については、地元選出国会議員、国土交通省（本省、
九州地方整備局等）及び熊本県に対し、事業推進に関する
要望活動を実施しました。
現在、県道宇土甲佐線付近から三拾町中橋地区までのバ
イパス区間の整備が進められています。
網津川については、熊本県に対して、整備促進を要望しま
した。

△

網田新地排水機
場・網津第2排水
機場（1.5→3.2ｔ
/s）改修着手
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マニフェスト 取組部署
目標
年度

達成基準 これまでの取組
進捗
状況

ふくしの総合相
談窓口の新設

福祉課
福祉政策係

R5
複雑多様化する福祉問題へ対応するた
め、ふくしの相談窓口を新庁舎内に開設
します。

令和5年5月の新庁舎供用開始に合わせ、ふくしの相談窓
口を開設しました。

◎

市税等コンビニ
納付

税務課
収納係

R5

市税や保険料をコンビニで納付できるよ
うにし、支払いの利便性向上を図りま
す。

【対象の税及び料金】
　住民税・軽自動車税・固定資産税・国
民健康保険税・後期高齢者医療保険
料・介護保険料・保育料・住宅使用料・
上下水道料

令和4年度はコンビニ収納代行業務の委託業者をプロポー
ザル方式により選定を行ったほか、システム改修などの導
入準備を行いました。
令和5年4月から市税その他料金等（介護保険料、後期高
齢者医療保険料、保育料、市営住宅・駐車場使用料、上下
水道使用料、下水道受益者負担金・分担金）について、コン
ビニ窓口での納付やスマホ決済アプリを対象とした収納
サービスを開始しました。

◎

国保高額療養費
手続きの簡素化

市民保険課
国保年金係

R4

国保高額療養費の手続について、申請
方法の簡素化を図ります。
令和4年4月　簡素化運用開始（該当レセ
プト令和4年1月分から対象）
（参考）勧奨対象者への発送数　4月373
件

70歳年齢到達の説明会時や高額療養費に該当された方な
どに、手続の簡素化の案内通知及び申請書を送付し勧奨
を行いました。
手続の簡素化の申請をされた方は登録を行い、高額療養
費に該当した月分は、速やかに支給手続を行っています。

◎

市営二の丸墓園
への長期賃貸型
合葬墓の新設

環境交通課
環境交通係

R5

長期賃貸型納骨堂及び合葬墓を新設す
るため、二の丸墓園にある現在老朽化し
た納骨堂の建て替え工事を行い、R5年
度の供用開始を目指します。

令和4年度において、納骨堂（96壇）及び合葬墓が完成し、
令和5年5月から供用を開始しました。

◎

教育委員会庁舎
の再利用

文化課
文化係

R7

新庁舎へ移転後の現教育委員会庁舎に
ついて、文化財資料館やサードプレイス
※の機能を有する施設としてリニューア
ルし、有効活用を図ります。
※サードプレイス：自宅（ファーストプレイ
ス）や職場・学校（セカンドプレイス）では
ない、居心地の良い第三の居場所

文化財資料館やサードプレイスの機能を有する施設とし
て、用途の検討や類似施設（東京都武蔵野市）の視察等を
行いました。再検討の結果、他の既存建物を同種の機能を
有する施設として整備する方針が決定しました。

□

都市計画道路北
段原線整備

都市整備課
地域整備係

R7
中心市街地周回道路の完成に向け、昭
和３６年に都市計画決定された北段原線
（L=390ｍ）の整備を行います。

用地買収が全て完了し、現在、工事を進めていますが、国
からの財源配分が少なく、令和7年度完成が困難な状況で
す。地元や関係部署と連携し、令和8年度の完成を目指し
ます。

△

市民生活とSDGs
の関係性の見え
る化

企画課
企画係

R5

市民へのSDGsの啓発や周知に向け、新
庁舎における各部署の表示や事業実施
の際に17の目標アイコンを提示し、
SDGsの見える化を行います。

第6次総合計画後期基本計画において、各施策に関連する
SDGｓを表記し、SDGｓの見える化を行いました。また、仮設
庁舎に引き続き、新庁舎においても、SDGｓの17の目標に
ついて、各部署に関連する目標を執務室内に掲示しまし
た。

◎

リサイクル率の
向上とCO2削減
の取組強化

環境交通課
環境交通係

R8

リサイクル率の向上のため、リサイクル
方法やリサイクルとしての取扱いを見直
し、CO2削減に取り組むことで、「2050年
温室効果ガス排出実質ゼロ」を目指しま
す。
【達成基準】一般廃棄物のリサイクル率
１８％

・2050年温室効果ガス排出実質ゼロに取り組むため、「宇
土市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定しま
した。
・令和5年4月から、製品プラスチックの分別収集を開始し、
これまで可燃物として排出されていた廃棄物を再資源化す
ることにより一般廃棄物のリサイクル率の向上を図ります。

○

2　暮らしを守る
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マニフェスト 取組部署
目標
年度

達成基準 これまでの取組
進捗
状況

高齢者交流事業
高齢者支援課
高齢者支援係

R6

宇土市老人クラブ連合会と連携し、eス
ポーツ等を活用した新しい地域交流の
場を創出します。
（『頭と体の体操・つながる広場』）

宇土市老人クラブ連合会と連携し、関係機関連携の下「頭
と体の体操・つながる広場」（eスポーツ、体操、健康相談）
を老人福祉センターに加えて、西部老人福祉センターで開
催しました。
両老人福祉センターにおいて、eスポーツ活動ができる環境
を整え、活用されています。

○

危険空き家解体
助成制度新設

都市整備課
建築住宅係

R4
老朽危険空家等の除却（解体）に対し、
経費の一部を支援する制度を創設しま
す。

「宇土市老朽危険空家等除却促進事業補助金交付要綱」
を制定し、令和4年度から除却費用の一部について、補助
金の交付を開始しました。
令和4年度に5件、令和5年度に3件、計8件の助成を行いま
した。

◎

まちづくり推進課
市民活動支援係

R8

移住者及び市民の定住促進や地域活性
化のため、関係部署と連携し、空き家に
関する制度や情報の周知を行い、空き
家及び空き地の活用につなげます。

移住者の受け皿の一つである空き家バンク制度を実施して
います。空き家バンクの物件登録を促進するため、2人の地
域おこし協力隊を任用し、地域へ出向き、空き家の掘り起こ
しや制度の周知のためチラシ投函を行いました。また、空き
家バンク制度や空き家バンク登録物件補助金交付要綱を
見直し、令和6年度へ向けた、制度設計を行いました。

○

商工観光課
商工振興係

R7

市内に点在する空き店舗を活用した創
業支援など、地域活性化につながる取
組を行います。
【達成基準】
　市内空き店舗及び空き部屋等が２店
舗以上の活用を図ります。

空き店舗を活用した創業支援にもつながる「創業開業支援
事業」を実施しています。
HP等での周知や令和5年10月に宇土市商工会により主催
された「創業セミナー」において紹介を行いました。
令和5年度は、2件の補助金の申請がありましたが、空き店
舗・空き部屋での活用はありませんでした。

○

都市整備課
建築住宅係

R8

空き家等情報の適正な把握、管理を行
います。また、必要に応じて所有者に適
切な維持管理を促すとともに、関係部署
と連携して空き家バンク等の制度につい
て周知を行います。

行政区長や近隣住民からの情報を基に、所有者へ適正な
維持管理を要請しました。
また、空き家対策セミナーを通じて、関係部署と連携し、空
家バンク制度の周知を行いました。

○

在宅手続きを可
能にする自治体
DXの推進

まちづくり推進課
DX推進室

R8
行政手続のオンライン化に向け、「DX推
進室」を新設し自治体DXを推進します。

令和4年4月1日付けでＤＸ推進室を新設し、地域活性化起
業人を継続して配置しています。マイナポータルを活用した
行政手続に加え、市独自のスマート申請を導入し、オンライ
ンでの行政手続を拡充しています。

○

持続可能な公共
交通の検討

企画課
企画係

R8
路線バス（三角線）のメリット・デメリットを
検証し、コミュニティ交通等への転換によ
り、持続可能な公共交通を目指します。

持続可能な公共交通を目指すため、路線バス（三角線）に
ついて、利用状況を勘案しながら、庁内関係部署、バス事
業者、宇城市等の関係機関と協議し、令和6年4月から運行
便数を減便するなど見直すこととしました。また、令和6年2
月から地域活性化起業人を採用し、コミュニティ交通等の
利便性向上に向けた課題の洗い出しを行いました。

○

養護・軽費老人
ホーム芝光苑の
民営化

高齢者支援課
高齢者支援係

R7

老朽化する芝光苑の民営化について、
庁内検討委員会を立ち上げ、公募により
譲渡先法人を選定し、民間事業者による
安定した運営を図ります。
（令和4年度は応募がなく、令和5年度に
再公募を行うため、目標年度をR6から
R7に修正）

令和5年度に再公募を行い、譲渡先法人候補者の選定を
行いました。協定内容の合意に向けて協議を行いました。

△

空き家活用支援
強化
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マニフェスト 取組部署
目標
年度

達成基準 これまでの取組
進捗
状況

総務課
行政係

R8

男性を対象とした料理等教室等、家庭に
おける男性の家事力向上や自活能力を
高めるための情報提供や周知を関係部
署と連携して行い、家族のパートナー
シップの強化を推進します。

広報紙等における男女共同参画の周知をはじめ、令和5年
12月には、市内の企業、団体等が集まる場（八峰会）にお
いて、仕事と子育ての両立支援や働きやすい環境づくりを
進める「よかボス」を増やすための働きかけを行うなど、啓
発活動を行いました。

○

高齢者支援課
高齢者支援係

R6

宇土市老人クラブ連合会と連携し、高齢
者の新たな活躍の場を創出します。
（会員が講師となる男のかんたん料理教
室などの開催）

宇土市老人クラブ連合会と連携し、会員を講師とした男の
かんたん料理教室やしめ縄づくり講座など、令和5年度に
計7回の講座を開催しました。

○

ふるさと納税の
維持拡大

商工観光課
観光物産係

R8

令和4年度も安定した寄附の確保を目指
します。また、返礼品目と事業者の拡充
により、ふるさと納税制度の維持拡大を
図ります。

令和5年10月より、国の制度改正に伴い寄附額の見直しを
行いました。また、令和6年1月には、返礼品事業者拡充の
ため、網田地区の生産者に対し、ふるさと納税制度の説明
会を実施しました。

○

小規模企業者の
業務多角化支援

商工観光課
商工振興係

R7

市内小規模企業者が市内外の異業種と
コラボするなどして新規事業や新商品開
発、新市場への挑戦を支援することで、
小規模企業者の産業競争力の強化を図
る取組みを行います。
【達成基準】
小規模企業者が気軽に経営相談できる
専門家による窓口を設置します。

令和5年12月に地域活性化起業人を活用した市内中小事
業所向けDX無料相談会を行いました。
業務多角化におけるデジタル関連の経営相談について、市
内事業者から相談があった際に対応できる窓口として地域
活性化起業人を活用する体制を構築しました。

○

ネット活用ビジネ
スの支援

商工観光課
商工振興係

R7

市内事業者が、自社商品やサービス等
をインターネットを介し情報発信すること
で、新たな顧客の創出につなげるための
支援を行います。
【達成基準】
事業者が気軽に相談できる専門家によ
る窓口を設置します。

令和5年12月に地域活性化起業人を活用した市内中小事
業所向けDX無料相談会を行いました。
デジタル関連の経営相談についても、市内事業者から相談
があった際に対応できる窓口として地域活性化起業人を活
用する体制を構築しました。

◎

みどりの食料シ
ステム戦略の展
開

農林水産課
農業振興係

R8

持続可能な食料システムの構築に向
け、地区ごとに「みどりの食料システム
戦略」を策定し、農業者を支援します。
【達成基準】
国が示す基本方針に基づき、具体的な
取組内容を盛り込む市の基本計画を策
定します。

国が策定した環境負荷低減に向けた基本方針に基づき、
熊本県が中心となり、「熊本県みどりの食料システム基本
計画」を県内45市町村共同（連名）で令和4年度（令和5年3
月）に策定しました。
令和5年度は、市ホームページにおいて、計画の周知を図
りました。

○

小規模農業組合
の共同利用設備
助成

農林水産課
農業振興係

R8

農業用機械の購入において、導入時だ
けでなく、国助成非適用となる更新時に
おいても、簡素化した手続で助成を行い
ます。
【達成基準】
3戸以上の農業者で構成された小規模
組合等に共同利用機械導入・更新に対
する市単独補助事業を創設します。

農業者組織等が共同で利用する農業用機械又は農業用施
設の導入等に対し支援する「宇土市農業用機械等共同利
用支援事業補助金」を令和5年度に新設しました。

◎

海苔共同乾燥施
設の新設促進

農林水産課
林務水産係

R4

海苔共同乾燥施設を整備する事業者
（漁業協同組合・民間企業）に対し、整備
に必要な支援を行うことで円滑な事業促
進を図り、漁業者の就労環境の改善を
図ります。

漁港区域内の一部を施設用地として事業者（漁業協同組
合・民間企業）に提供し、令和4年10月に海苔共同乾燥施
設が完成したことで、漁業者の就労環境の改善を図りまし
た。

◎

住吉地区港湾浚
渫土処分場の設
置推進

農林水産課
林務水産係

R8

熊本県・熊本市・玉名市・宇土市が共同
で浚渫した土砂の処分場について、浚
渫排泥を活用した漁業施設用地を確保
するため、令和4年度に環境評価を行
い、令和9年度の供用開始を目指しま
す。

令和4年度から環境影響評価（配慮書・方法書）に着手し、
令和5年度から環境影響評価（環境調査）に着手しました。

○

男女共同参画と
高齢者の活躍の
場づくり

3　仕事を支える
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マニフェスト 取組部署
目標
年度

達成基準 これまでの取組
進捗
状況

あさり産地復活
支援

農林水産課
林務水産係

R7

漁業協同組合と連携し、宇土産あさりの
ＰＲを行いイメージアップを図ります。ま
た、あさりの資源回復に向けた漁場保全
整備や、あさりの増殖支援も継続的に実
施し、あさりの産地復活を目指します。
（継続して取り組むため、目標年度をR4
からR7に修正）

令和5年度にあさりの資源回復に向けた取組への支援とし
て、漁場耕うんや食害生物の駆除、網袋等を用いたあさり
の増殖試験への支援を実施しました。

○

TSMC進出効果
の誘導

商工観光課
商工振興係

R8

TSMC進出に対し、情報収集・情報共有
による効率化、外部との窓口の可視化・
一本化のため、全庁横断的な組織・体制
づくりを行います。

令和5年10月に宇土市半導体関連企業誘致等推進部会を
開催しTSMC進出関連の情報を共有しました。

○

付加価値を高め
る宇土ブランドづ
くり

農林水産課
農業振興係

R8

民間事業者が取り組む商品開発や6次
産業化に対し支援を行い、「ウトブラン
ド」として広くPRします。
【達成基準】
6次産業化又は農商工連携による新商
品開発を行う個人、団体又は中小企業
者に対し助成制度を創設し、更なるウト
ブランドづくりに努めます。

新たに助成制度を創設するに当たり、6次産業化・農商工
連携による地域内生産物の高付加価値化に取り組んでい
る「フードバレーアグリビジネスセンター（八代市）」を視察
し、情報収集を図りました。

○

行政主導による
土地開発

秘書政策課
政策推進係

R8
民間開発の呼び水にするため、住宅・工
業・流通団地等の土地利用の方法を調
査・検討し、土地開発を行います。

令和4年度の5か所に加えて、令和5年度は新たに6か所の
開発候補地において、事業採算性や実現可能性について
検証を行いました。また、開発に携わる民間事業者等に対
し、市場性の有無や参入意欲、参入条件などのサウンディ
ング調査を行いました。
これらの検証や調査の結果から、全11か所の開発候補地
のうち優先的に取り組む4か所を選定しました。

○

立岡自然公園駐
車場拡張

商工観光課
観光物産係

R4

宇土市立岡自然公園内の駐車場拡張を
実施する事で、日頃から利用される方々
の利便性の向上を図ります。
【達成基準】
立岡自然公園駐車場整備事業の工事
の完了

令和5年3月に工事が完了しました。 ◎

網津地区市民グ
ラウンドトイレ改
修

生涯活動推進課
スポーツ振興係

R4

指定緊急避難場所である網津地区市民
グラウンドのトイレを改修し、衛生面の確
保及びバリアフリー化を行います。
【達成基準】
網津地区市民グラウンドトイレの建替え
完了

令和5年3月にトイレの建替えが完了しました。 ◎

運動公園トイレ洋
式化

生涯活動推進課
スポーツ振興係

R4

指定緊急避難場所である運動公園のト
イレを洋式化し、防災機能の強化及びバ
リアフリー化を行います。
【達成基準】
運動公園トイレの改修（洋式化）完了

令和5年3月に洋式トイレへの改修が完了しました。 ◎

4　賑わい創造

7 / 10 ページ



マニフェスト 取組部署
目標
年度

達成基準 これまでの取組
進捗
状況

商工観光課
観光物産係

R7

御輿来海岸における干潟景勝地展望広
場整備事業を実施し、駐車場の新規整
備及び既存展望所横に新たにトイレを併
設した展望所を整備し、利用される方々
の利便性の向上を図ります。
【達成基準】
干潟景勝地展望広場整備事業の工事
の完了

令和5年度において対象地の用地取得を実施しました。令
和6年度から令和7年度において、駐車場の新規整備及び
既存展望所の整備を行います。

○

土木課
管理建設係

R8
島山の干潟景勝地までの市道を拡幅す
ることで、安全で快適な交通環境の確保
及び利便性の向上を図ります。

対象用地の測量を行い、用地交渉に着手しました。 ○

宇土マリーナへ
の宿泊施設誘致

商工観光課
観光物産係

R6

宇土マリーナに観光で来られる方向け
の宿泊施設の開設を、施設の指定管理
者と連携して検討します。
【達成基準】
マリーナ内に宿泊施設としての営業を開
始

令和4年10月に宇土マリーナ内に簡易ホテルが誕生しまし
た。

◎

住吉海岸公園
（長部田海床路）
への民営直売所
誘致

農林水産課
林務水産係

R5

観光客が多く訪れる住吉海岸公園（長部
田海床路）に民間直売所等を誘致するこ
とで、観光拠点へお金が落ちる仕組みづ
くりを行います。

二者共同（住吉漁業協同組合・カネリョウ海藻株式会社）に
よる民営直売所（MOBA）が、令和5年8月に完成しました。

◎

観光拠点へのお
金が落ちる仕組
みづくり

商工観光課
観光物産係

R7

市内の既存観光施設で、風景とストー
リーを併せるなど、これまでと違った観光
プロモーションを行い、年間を通し観光
客が訪れるような事業展開を検討するこ
とで、市内観光消費額が拡大するような
取組を実施します。
【達成基準】
これまでと異なる観光プロモーションを実
施し、市内観光施設で稼げる仕組みを
作ります。

令和4～5年度にかけ、15年以上経過していた本市の観光
パンフレットを刷新し、紙パンフレット「うとびより」の作成及
びそれに記載のＱＲコードから、より詳細な観光情報が得ら
れるウェブサイトの作成を行いました。

○

水辺に親しめる
空間「走潟かわ
まちづくり事業」
着手

企画課
企画係

R8
親水利用、スポーツ、祭り、行事等の賑
わいのある水辺拠点として、走潟地区の
地域活性の拠点を整備します。

走潟地区かわまちづくり協議会を開催し、アーチェリー場や
高台広場など配置を一部見直すなどしたほか、賑わいのあ
る水辺拠点を整備するため、先進地視察などを行いまし
た。

○

財政課
庁舎建設推進室

R5

宇土らしさを備え、熊本地震の被災を踏
まえた災害に強い庁舎内に、市民の交
流スペースを設置します。また、市民交
流スペース内に、震災ミュージアムの常
設展示スペースを確保します。

新庁舎に宇土らしさを備えた市民交流スペースを設置しま
した。
また、震災ミュージアムは、正面玄関横に常設展示スペー
スを確保しました。

◎

福祉課
復興支援係

R5
令和４年度に完成予定の新庁舎内の市
民交流スペース内において、震災ミュー
ジアムの常設展示を行います。

震災ミュージアムを新庁舎内に開設しました。設置場所は、
市民交流スペース内ではなく正面玄関横に変更し、来庁者
がより見やすい場所になりました。

◎

【国】熊本天草幹
線道路（熊本・宇
土道路、宇土道
路、宇土・三角道
路）の整備促進

土木課
庶務係

R8
熊本天草幹線道路（熊本宇土道路、宇
土道路、宇土三角道路）の整備促進に
努めます。

地元選出国会議員、国土交通省（本省、九州地方整備局
等）へ事業推進の要望活動を行いました。
令和5年度に宇土道路の笹原トンネルが完成し、現在は、
宇土道路で2つ目のトンネルとなる糖塚山トンネルの工事
や、城塚ＩＣ・網田ＩＣ周辺の盛土工事などが行われていま
す。（施設名はいずれも仮称）

○

御輿来海岸景勝
地（島山）の展望
所兼トイレの設置
と駐車場増設、
アクセス道路の
拡張

新庁舎への交流
スペースと震災
ミュージアム設置
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マニフェスト 取組部署
目標
年度

達成基準 これまでの取組
進捗
状況

【県】県道網津バ
イパスの整備促
進

土木課
庶務係

R8
県道網津バイパスの整備促進に努めま
す。

地元期成会と連携し、熊本県に対して、整備促進に向けた
要望活動を行っています。
既に新村踏切からあじさいの湯付近までが開通しており、
令和5年度末に終点部である網引側からの工事に着手され
ています。

○

【県】宇土北部農
免道路（走潟～
住吉）整備促進

農林水産課
農地整備係

R4
宇土北部農免道路の整備について、事
業主体である熊本県と連携し、R4.6の開
通に向け早急な整備完了に努めます。

令和4年6月に整備完了し、開通しました。 ◎

【県】宇土南部農
免道路（椿原～
網津）整備促進

農林水産課
農地整備係

R8

宇土南部農免道路終点部付近の用地を
交渉中であり、用地買収後に早急な工
事着手に努め、R6年度の供用開始を目
指します。
（県の工事の関係により、目標年度をR6
からR8に修正）

令和4年度に用地買収が完了しました。引き続き、県による
工事が進められています。

○

こども医療費助
成（7歳～15歳）
自己負担ゼロ

子育て支援課
保育子育て支援
係

R4
こども医療費（7歳～15歳）において、乳
幼児医療費（0歳～6歳）と同様、医療費
を助成し自己負担をゼロにします。

令和5年1月診療分から、健康保険が適用される医療費の
全額助成対象年齢を15歳（中学3年生）までに拡充しまし
た。さらに、令和6年1月診療分から助成対象年齢を18歳到
達後の年度末までに拡充しました。

◎

子育て支援課
保育子育て支援
係

R8

年度中間時点（10月1日現在）での待機
児童数がゼロとなるよう、関係機関との
調整や、認定こども園移行が可能かどう
か検討を行います。

保育士の負担軽減を図るため、令和5年度は補助金を活用
した保育補助者雇上強化事業及び保育体制強化事業を行
いました。また、予備保育士を活用した保育人材確保や保
育所定員を超えた入所調整を行いました。

○

学校教育課
総務係

R8

年度中間時点（10月1日現在）での待機
児童数がゼロとなるよう、関係機関との
調整や、認定こども園移行が可能かどう
か検討を行います。
【達成基準】
認定こども園への移行（１園）

認定こども園移行に代わるものとして、宇土幼稚園の空き
スペース（保育室）を活用した新たな保育サービスが展開で
きないか検討しました。

○

こどものサードプ
レイス（居場所）
の設置

生涯活動推進課
生涯学習係

R7

新庁舎へ移転後の現教育委員会庁舎に
ついて、子どもや青少年などの世代間交
流ができるサードプレイスとして活用しま
す。
【達成基準】
新庁舎へ移転後の現教育委員会庁舎１
階部分に、サードプレイスの機能を有す
る施設を令和7年中に開設します。
※サードプレイス：家庭（ファーストプレイ
ス）や職場・学校（セカンドプレイス）では
ない、居心地の良い第三の居場所

建設予定地の変更等の影響により、子どもサードプレイス
は、令和7年度に工事を行い、開館は令和8年となる見込み
です。令和5年度は建設予定地の土地を取得し、現在基本
設計の準備を進めております。
多目的交流施設内に併設するサードプレイスにおいては、
令和6年、7年に基本設計、実施設計を、令和8年に工事を
行い、令和9年度の開館を目指しています。
また、新庁舎の1階交流スペースについて、平日は20時ま
で、休日18時まで開放しており、サードプレイス的な利用が
可能となっています。

△

放課後児童クラ
ブの施設充実

子育て支援課
保育子育て支援
係

R5

定員不足が解消されるよう関係機関と協
議の上、令和4年度に宇土小・網津小・
花園小の施設増（増改築も含む。）及び
定数見直しを行います。

令和4年度から令和5年度にかけて、宇土小学校第2学童ク
ラブ、網津学童クラブ、花園小学校学童クラブを新設し、定
員数の見直しを図り56人の定員増を行いました。

◎

特別支援教育の
支援拡大

学校教育課
学務係

R8

心理士等からなる専門チームを教育委
員会に設置し、就学前の保護者相談や
学校・行政・地域との連携による障害者
支援の充実を図ることで、特別支援教育
の拡充を図ります。
【達成基準】
市教育委員会における専門チーム班を
設置します。
（市特別支援教育コーディネーター（仮
称）の常設による相談体制の確立）

子育て世代包括支援センター所属の心理士等が市内保育
園、幼稚園を巡回し、就学前児童の行動観察を行い、支援
が必要と思われる就学前児童の把握を行いました。また、
当該児童が小学校生活へスムーズに移行できるよう、小学
校と情報連携を図りました。その他に、子どもの就学に不
安を抱える保護者に対し、就学相談を実施しました。

○

5　子育て・教育の充実

保育園における
年度途中の入園
待機解消
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マニフェスト 取組部署
目標
年度

達成基準 これまでの取組
進捗
状況

ジュニアスポーツ
支援

生涯活動推進課
スポーツ振興係

R4

ジュニアスポーツにおける全国大会等の
出場助成を拡充することで、スポーツで
活躍する子どもたちの支援を行います。
【達成基準】
ジュニアスポーツにおける全国大会等出
場助成の拡充

令和3年3月に策定した「宇土市民スポーツ大会出場補助
金の加算額（ジュニアスポーツ大会出場分）を定める要綱」
を改正し、対象人数や金額を拡充しました。

◎

学校タブレット端
末のオンライン活
用促進

学校教育課
総務係

R5

児童生徒用及び教員用に整備したタブ
レットについて、効果的に活用できるよ
う、活用方法の充実を図ります。
【達成基準】
学校情報化優良校認定の取得
（令和5年度末までに市内小中学校10校
中8校以上の取得）

小中学校に電子黒板を合計160台整備しました。
また、市内小中学校10校全校が学校情報化優良認定校に
認定されました。

◎

生活困窮育児世
帯へのネット通信
料助成・機材貸
与

学校教育課
学務係

R5

児童生徒用に整備したタブレットについ
て、オンライン授業等で活用できるよう、
ネット通信料の助成やWi－Fi等の機材
貸与を行います。
【達成基準】
就学援助受給世帯へ通信料を助成する
ことで、全家庭でのオンライン学習の充
実を図ります。

Ｗｉ－Ｆｉモバイルルーターの無償貸出を開始しました。
就学援助受給者を対象に、学校から家庭にタブレットを持
ち帰った場合のオンライン通信費を支給しました。

◎

民間とタイアップ
した子どもの貧
困対策

子育て支援課
子ども家庭支援
係

R7
ひとり親家庭への支援や子ども食堂の
運営を実施する民間事業者に対し、場
所の提供やPR等の支援を行います。

令和4年度は宇土市と一般社団法人熊本県こども食堂ネッ
トワーク及び熊本県信用組合との三者により、子ども食堂
の支援を通じて、地域コミュニティーの形成や地域の活性
化を推進するための「子ども食堂に関する基本協定」を締
結しました。
また、令和5年度は宇土市内で子ども食堂を運営する団体
を支援するため、宇土市子ども食堂運営支援補助金を創
設し、補助金を交付することとしました。

○

健康づくり課
健康推進係

R5

地元の特産品・旬の野菜・季節に応じた
食材を活用し、免疫力・抵抗力の高め方
を住民に啓発することで、健康なからだ
づくりを推進します。

広報うとに健康に関する記事を掲載し、野菜が持つ栄養素
や成分の効能等を啓発しました。また、地区公民館活動等
で健康づくりや健康を考えた菓子等の嗜好品の摂り方につ
いての講話及びマルメロジャムを用いた調理実習を行いま
した。

◎

給食センター R5

給食を通し、食材や調理方法、免疫力を
高めるためのメニュー開発など、wiｔhコロ
ナに対応できる生活を推進します。
【達成基準】
・免疫力を高める食材を利用した給食メ
ニューの開発を行います。
・また、広報紙等で、当該食材や調理方
法の情報提供を行います。

小中学校全児童生徒に毎月配布する給食だより「ぱくぱく」
において、9月号に免疫力アップの食事、12月号に風邪予
防の食事の記事を掲載し、同記事を市のホームページに掲
載しました。これにより、児童生徒及び保護者に免疫力の
重要性について周知啓発を行いました。

◎

宇土高校とのタ
イアップ事業

企画課
企画係

R8
行政課題に対する宇土高校生の課題提
言に対し、市の施策に反映できるような
方法を検討します。

宇土高校において、生徒の探究活動の成果を発表する場
として、年2回開催されているSSH（スーパーサイエンスハイ
スクール）ロジックスーパープレゼンテーションで発表され
た、宇土市に関する研究について、市の施策に反映できる
ように関係部署に共有しました。

○

免疫力を高める
食の啓発と推進
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